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まちの行事予定及びお知らせ

亀甲東地区での100年以上も続いている周り95㎝（長さ約40ｍ）の大綱引き。
1月13日地区グラウンドで、子どもから大人まで約150名の参加がありました。

合
併
特
例
区
協
議
会
と
は

「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
で
五
穀
豊
穣
！！

　

合
併
に
よ
る
不
安
や
戸
惑
い
を
解
消
し
、旧
町
域
の
民
意

を
行
政
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の

が
合
併
特
例
区
協
議
会
で
す
。

　

こ
の
協
議
会
の
役
割
と
権
限
は
、法
令
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、次
の
７
項
目
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

①
特
例
区
規
約
変
更
に
関
す
る
こ
と

　

②
特
例
区
予
算
の
同
意

　

③
特
例
区
決
算
の
認
定

　

④
特
例
区
規
則
制
定
に
関
す
る
こ
と

　

⑤
特
例
区
が
処
理
す
る
事
務
に
関
す
る
こ
と

　

⑥
新
市
基
本
計
画
の
執
行
や
変
更
に
関
す
る
こ
と

　

⑦
市
長
や
特
例
区
長
の
諮
問
に
応
じ
、必
要
に
応
じ
て

　
　

意
見
を
述
べ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
私
た
ち
協
議
会
構
成
員
は
各
行

政
機
関
や
議
会
関
係

と
も
意
見
交
換
を
積

み
重
ね
、地
域
の
発

展
を
常
に
念
じ
な
が

ら
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、ご
支
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲協議会開催風景
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▲高齢者支援センターささえりあ植木 ▲年末年始警戒及び交通事故防止活動出発式

▲汚水中継ポンプ場

部 会 活 動 報 告

福祉教育部会 コミュニティ部会

地域振興部会

老
後
の「
さ
さ
え
」に
！

上
下
水
道
の
工
事
進
む

ま
ち
づ
く
り
＆
支
え
合
い

　

12
月
５
日
、「
熊
本
市
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
さ
え
り
あ
植
木
」を
訪
問
し
ま
し
た
。

（
１
）場　

所

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ッ
キ
ー
内（
宝
く
じ
売
場
の
隣
）

（
２
）活
動
内
容

　

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
生
活
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、保
健
師
、主

任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
７
名
が
熊
本
市
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
介
護
予

防
・
介
護
保
険
・
消
費
者
被
害
な
ど
総
合
相
談
窓
口（
よ
ろ
ず
相
談
所
）と
し
て
様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

（
３
）現
在
の
活
動
及
び
今
後
の
課
題

　

昨
年
度
か
ら
65
歳
以
上
の
方
の
見
守
り
事
業(

家
庭
訪
問
し
、定
期
的
な
見
守
り
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と)

を
実
施
中
。「
植
木
町
で
も
高
齢
化
が
進
み
、多
く
の
問
題
が
出
て
き
て
い
る
の
で
、民
生
委
員
、校
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
地
域
で
活
動

し
て
い
る
皆
様
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。」と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
老
後
の
暮
ら
し
へ
の
安
心
の
た
め
、本
施
設
の
利
活
用
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
北
区
役
所
福
祉
課
と
も
連
携
を
密
に

図
っ
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
、本
部
会
は
、上
下
水
道
の
工
事
の
進

捗
に
つ
い
て
、現
地
視
察
と
町
全
体
の
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

○
ま
ず
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
田
底
地
区
の
配
管

の
布
設
替
工
事
に
つ
い
て
、現
地
視
察
し
ま
し
た
。

配
水
管
１
５
０
ミ
リ
・
１
０
０
ミ
リ
・
75
ミ
リ
・
50
ミ

リ
の
延
長
の
説
明
が
あ
り
、「
消
火
栓
に
つ
い
て
は

何
ｍ
ご
と
に
設
置
す
る
の
か
」
等
の
質
問
に
対
し
、

「
お
お
む
ね
１
５
０
〜
２
０
０
ｍ
に
１
ヶ
所
の
設
置

を
し
て
い
る
。ま
た
、田
底
地
区
の
工
事
完
了
予
定

が
、平
成
27
年
度
に
完
成
予
定
」と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

○
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
植
木
町
広
住
地
内
を

は
じ
め
、
岩
野
地
内
の
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、今

後
は
、植
木
中
央
地
区
・
国
道
３
号
線
・
舞
尾
地
区
・

国
道
２
０
８
号
線
・
植
木
駅（
大
和
）の
整
備
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、平
成
34
年
度
完
成
予
定
で
す
。【
面
積

４
２
３
ｈ
ａ
・
戸
数
約
５
，０
０
０
戸
】

○
植
木
町
小
野
に
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
建
設
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

　
【
ポ
ン
プ
37
ｋ

Ｗ
×
３
台
】

　

12
月
部
会
は
、ま
ち
づ
く
り
推
進
課
よ
り
北
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
、

校
区
防
犯
協
会
、校
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
の
説
明
と
と

も
に
特
例
区
協
議
会
に
設
立
の
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
内
容
を
報

告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、北
区
内
に
は
20
校
区
・
１
地
区
が
あ
り
、こ
の
内
、植
木
町
の
５
校
区
が
校

区
防
犯
協
会
が
未
設
立
、校
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
に
つ
い
て
は
７
校
区
が

未
設
立
の
た
め
、今
後
設
立
に
向
け
て
努
力
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

各
校
区
は
、「
自
治
協
・
校
区
社
協
の
設
立
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
、今
は
コ
ミ
セ

ン
へ
の
移
行
で
24
年
度
内
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、各
地
区
、各
校
区
の
役

員
の
交
代
等
を
考
え
る
と
、25
年
度
の
新
年
度
か
ら
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」等

の
質
問
に
対
し
、今
後
、自
治
協
議
会
連
合
会
に
も
説
明
し
、協
力
を
願
う
と
と
も

に
、設
立
に
つ
い
て
は
各
校
区
に
委
ね
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、特
例
区
協
議
会
構
成
員
一
同
、設
立
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。



各　種　相　談 相　談　日 時　間 場　所
心配ごと相談 毎週木曜日 9:00 ～ 12:00 熊本市社会福祉協議会北区事務所
年金相談 ＊予約制 272-6905 第 4木曜日 10:00 ～ 15:00 北区役所２階　会議室
行政相談 2月 7 日（木） 13:30 ～ 16:00 北区役所 1階　相談室 104

巡回行政相談 2月 21日（木） 9:30 ～ 12:00 植木公民館　植木分館
13:30 ～ 16:00 植木公民館　小町もく遊館

人権相談 第 1・第 3木曜日 9:00 ～ 12:00 北区役所 1階　相談室 104
（3）

2月の各種相談

熊本市立植木病院「健康教室」のご案内
【内容】講演『肝臓について』

【講師】熊本市立植木病院　内科医師　豊田　直以

【日時】２月28日（木）受付12時45分
　　　　　　　　　 講演13時から（60分程度）

【場所】熊本市立植木病院　２階　会議室

　当日受付（予約不要）。たくさんの参加をお待ちしてい
ます。講演後、看護師・栄養士への健康についての相談も
お待ちしています。
　お問合せは、熊本市立植木病院（電話096-273-2111）ま
で。

　※定員無し、費用無料

　校区の代表の皆様の声を聞きたいと幸山市長が直接各校区に出向いて話し合いをする「校区自治協
トーク」が開催されています。今回は、10月4日植木校区での意見交換の内容をお知らせします。　

他7件については、市ホームページに掲載中です。

【校区自治協トークpart3（植木校区）】

相続登記に関する無料相談所開設のお知らせ
　司法書士会では、毎年２月を「相続登記はお済みです
か月間」として全国一斉に相続登記に関する無料相談会
を実施しています。
　この機会に皆様の土地や建物の権利関係を総点検し
てみてはいかがでしょうか？登記名義人が亡くなられ
たまま放置しておきますと、権利関係が複雑になり、後
日のトラブルの原因になります。いわばあなたの権利や
財産を守るための健康診断ということです。お気軽にお
出かけ下さい。

 【日　時】平成25年2月2日（土）
 　　　　　午前10時～午後3時
 【場　所】植木公民館（植木文化センター内）
 【内　容】不動産の相続・遺言に関すること、
　 　　　　その他相続問題に関すること
 【主　催】熊本県司法書士会山鹿支部
　 　　　 （電話0968-43-8606）

Q）男女共同参画について、以
前は身近に窓口があり、男女
共生推進課で取り組まれて
いたが、今年から男女共生推
進室へ変わり、推進体制が後
退したように感じる。　　
　現在、男女共同参画にどの
ように取り組まれているの
か伺いたい。また、女性団体
連絡協議会だけでなく、他の
団体へも情報提供をお願い
したい。

Q）体力・健康づくり拠点につ
いて、乳幼児を連れた母親た
ちがくつろげて、地域の方々
と触れ合えるスペースを
作っていただきたい。

Q）教育問題について、相談で
きる窓口を北区の中に設置
していただきたい。

Q）公民館分館のコミュニティ
センター移行について平成
26年度からの移行を目指し
取り組んでいるが、住み込み
管理人や使用料など、実情に
合わせた形で継続できるの
か検討していただきたい。

A）男女共生推進課から男女共生
推進室へ変更になったのは、政
令市移行に伴う組織改編であ
り、位置づけが変わったわけで
はない。事業の重要性は今後ま
すます高まるものであり、柔軟
に対応できるようにしたい。
　　各区のまちづくり推進課と連
携し、各団体の自立を目指した
活動について、今後も支援して
まいりたい。

A）体力・健康づくり拠点につい
ては現在検討中であるが、体育
館にはキッズコーナーを作る予
定である。
　　また、屋外には小さな子ども
向けの遊具、親水広場、アスレ
チック広場等、親子で楽しんで
いただける場所を設けることを
考えている。

A）学校現場の様々な課題につい
て、いかに機動的に動くことが
できるかが重要であり、現在は
教育委員会で一極集中型で実施
しているところである。
　　各区に拠点の設置をとの話に
ついては、他都市を参考にしな
がら、どういう形が良いのか、研
究する必要がある。

A）公民館分館については、改修
しながらコミュニティセンター
へ移行する予定である。
　　利用料については、一定の範
囲内で地元で変更可能である
が、住み込み管理人については、
委託料の範囲内で可能か等、今
後協議していきたい。



編集後記

～梅一輪　一輪ほどの暖かさ～
厳しい寒さの中、梅の花の便りが待ち遠しく思
われます。
　2013年巳年が幕を開け、早やひと月。ご覧い
ただいたように、年の初めにあたり、獅子舞やら
どんどや等の伝統行事が町内各地で開催されて
います。地域の絆が継承され、未来を切り開こう
と皆が奮闘している姿だと受けとめました。笑
顔一杯の明日をこども達へ手渡すために。

野中 麗子

○２月 ５日（火）：第２回合併特例区協議会（傍聴可）

○２月 ６日（水）：植木公民館教養講演会

　　　　　　　　「職場でのコミュニケーションと人権について」

　　　　　　　　講師：林田　美恵子　氏
　　　　　　　　　　（コミュニケーショントレーニングセンター代表）

　（植木公民館にて午後６時半～８時半、無料、当日直接会場へ）

○２月15日（金）：学校開放日（お出かけ下さい）

※予定は変更になることがあります。

▲1月12日　親と子のお楽しみ会
　　　　　　　“新春お年玉スペシャル（植木町文化ホール）”

▲1月10日　加村の獅子舞
　　　　　　（加村阿蘇一宮神社にて）

植木小（1月12日）

▲12月28日　年末警戒消防団出発式
　　　　　　 （第14・15方面隊）

▲12月 16日
　植木文化センターイルミネーション点灯式
　（植木町商工会青年部、北部商工会青年部共催）

田底校区（1月13日）
▲各地区で正月の伝統行事「どんどや」が行われました。多くの地区民が正月飾りを持ち寄って焼き、
残り火でお餅を焼いて食べて、無病息災を祈りました。
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まちの行事予定及びお知らせまちの行事予定及びお知らせまちの行事予定及びお知らせ


